
SCOSTEP   
Scientific Committee on Solar-Terrestial Physics 
太陽地球系物理学・科学委員会 
 
1966年のICSU(International Council of Scientific Unions)総会で臨時
委員会として設立。1978年以降は常置委員会。太陽地球系物理学（STP: 
Solar-Terrestrial Physics）において、地球惑星科学の分野間にまたがる

広い領域で、一定期間にわたる国際学術協力事業を提案・実施。また、国際
研究集会を企画・開催し、さらに各種プロジェクトで得られるデータを、世界
資料センター（WDC: World Data Center）を通じて広く研究者に発信する。 

ＳＣＯＳＴＥＰに対応する国内組織＝日本学術会議・地球惑星科学委員会・国際対応分科会・SCOSTEP
小委員会  
第21期委員(2009-2011)：荻野龍樹（委員長）、塩川和夫（幹事）、平原聖文（幹事）、柴田一成、津田敏隆、
石井守、大村善治、小原隆博、佐藤夏雄、廣岡俊彦、 藤井良一、星野真弘、篠原育、坂尾太郎、山本衛、
高橋幸弘、笠羽康正  
第22期委員(2011-2013)：荻野龍樹（委員長）、中村卓司（幹事）、柴田一成（連携会員）、津田敏隆（連携

会員）、大村善治、草野完也、坂尾太郎、塩川和夫、篠原育、高橋幸弘、寺田直樹、長妻努、廣岡俊彦、
星野真弘、山本衛 
参照：日本学術会議・地球惑星科学委員会・国際対応分科会・ STPP小委員会 
 STPに関わる国際事業で、特に、国際委員会の無いIHY/ISWIやILWS等の国 際事業についての国内対
応を行う組織 
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